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深進数学Ⅰ 探究５「定義域が変化するときの最大・最小」授業展開案 

『深進数学』紙面 授業展開 教師の指導・支援 

p.61，62 （ここまでの授業で，p.63 問 17 までを扱ったものと

する） 

１． p.61例６，p.62例７から， 

2次関数 y＝x2－4x＋5＝(x－2)2＋1について，

定義域が（1≦x≦4）の場合と定義域が 

（3≦x≦4）の場合で，最大値と最小値を求め

る方法を振り返る。 

(1) 最小値について

① 定義域が（1≦x≦4）の場合，1（x＝2）

② 定義域が（3≦x≦4）の場合，2（x＝3）

(2) 最大値について

① 定義域が（1≦x≦4）の場合，5（x＝4）

② 定義域が（3≦x≦4）の場合，5（x＝4）

○具体的な値を与えて

最大値と最小値を求め

させ，「定義域と軸の

位置関係」に着目させ

る。 
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 p.63 

   

 

２． 2次関数の最大値と最小値を求めるには， 

「定義域と軸の位置関係」に着目すればよいこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 2次関数 y＝x2－4x＋7＝(x－2)2＋3 について，

定義域が（0≦x≦a）の場合で，最大値と最小

値を求める方法を考える。(探究5) 

 

(1) まずはaに具体的な値a＝1，2，3，4，5

を代入し，そのときの最大値と最小値を

調べる。  

(2) aの値によって最大値と最小値が変化す

ることを確認し，aをどのように場合分

けすればよいかを考える。 

 

〇例題４に必要な見方・

考え方は定義域と軸の位

置関係であったことを確

認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問 17を，探究 5を扱う

直前に扱ってもよい。 

 

 

〇(1)は個人ワークとし

て取り組ませる。(2)につ

いてはまずは 1 人で考え

させ，その後グループで

話し合わせる。 
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 p.178～179 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒の手が止まってい

る場合は，p.178～179を

確認させることで，どの

ような観点で場合分けし

ているのかを気づかせる

とよい。 

また，p,178～179の関数

y＝x2（－2≦x≦k）を，探

究 5 を扱う前に考えさせ

てもよい。 
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 p.180～181 

    

 

 

 

 

(3) (2)で考えた考え方をまとめ，それをも

とに探究5の解答を作成する。まとめた

考え方と解答を発表する。 

 

① 最大値と最小値を別々に考えた場合  

 

最大値について  

(ⅰ)定義域の左端x=0で最大となる場合 
→「軸が定義域の中央より右側」 
  すなわち，0<a<4 

 

(ⅱ)定義域の両端x=0，aで最大となる場合 
→「軸が定義域の中央」 
  すなわち，a=4 

 
(ⅲ)定義域の右端x=aがで最大となる場合 

→「軸が定義域の中央より左側」 
  すなわち，4< a 

 

最小値について  

(ⅰ)定義域の右端x=aで最小となる場合 
→「軸が定義域に含まれない」 
  すなわち，0< a <2 

 

(ⅱ)軸x=0で最小となる場合 
→「軸が定義域に含まれる」 
  すなわち，2< a 

 

 

 

 

〇解答発表の際には， 

p.180の「最大値・最小値

を別々に考えた場合」と，

p.181の「最大値・最小値

をまとめて考えた場合」

のどちらでもよいという

ことに触れてもよい。 

 

 

 

 

 

 

○それぞれの場合につ

いてグラフで表現させ

る。そして「定義域と

軸の位置関係」が場合

分けに重要な観点であ

ることを確認させる。 
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② 最大値と最小値をまとめて考えた場合  

 

(Ⅰ)定義域の左端x=0で最大となり， 

  定義域の右端x=aで最小となる場合 
→「軸が定義域より右側」 
  すなわち，0< a <2 

 

(Ⅱ) 定義域の左端x=0で最大となり， 
 軸x=2で最小となる場合 
→「軸が定義域の中央より右側」かつ 

「軸が定義域に含まれる」 
  すなわち，2≦a <4 

 
(Ⅲ) 定義域の両端x=0, aで最大となり， 
   軸x=2で最小となる場合 

→「軸が定義域の中央」 
  すなわち，a =4 

 

(Ⅳ) 定義域の右端x=aで最大となり， 
   軸x=2で最小となる場合 

→「軸が定義域の中央より左側」かつ 
 「軸が定義域に含まれる」 
  すなわち，4< a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇探究 5 で考えた内容の

定着，および上に凸の場

合の演習として，問を扱

ってもよい。 
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４． 2次関数 y＝x2－2x＋3＝(x－1)2＋2 について，

定義域が（a≦x≦a＋2）の場合で，最大値と最

小値を求める方法を考える。（挑戦5） 

たとえば最大値と最小値をまとめて考えると，

次のように場合分けできる。 

(Ⅰ) 定義域の左端x= aで最大となり， 

 定義域の右端x=a+2で最小となる場合 
→「軸が定義域より右側」
  すなわち，a <－1 

(Ⅱ) 定義域の左端x=aで最大となり， 
軸x=1で最小となる場合 

→「軸が定義域の中央より右側」かつ
「軸が定義域に含まれる」

  すなわち，－1≦a <0 

(Ⅲ) 定義域の両端x=a, a+2で最大となり， 
 軸x=1で最小となる場合 
→「軸が定義域の中央」
  すなわち，a =0 

(Ⅳ) 定義域の右端x=a+2で最大となり， 
 軸x=1で最小となる場合 
→「軸が定義域の中央より左側」かつ

「軸が定義域に含まれる」
  すなわち，0< a≦1 

(Ⅴ) 定義域の右端x= a+2で最大となり， 
 定義域の左端x=aで最小となる場合 
→「軸が定義域より左側」
  すなわち，1<a 

○定義域の上端で場合

分けして，探究 5 と挑

戦 5 を関連付けて統合

的に考えさせる。 
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５． 2次関数 y＝x2－2ax＋a2＋2＝(x－a)2＋2 につ

いて，定義域が（0≦x≦2）の場合で，最大値

と最小値を求める方法を考える。 

挑戦5との類似点を探そう。(柔軟性を養おう) 

 

 

 

 

ア） 挑戦5の2次関数は，柔軟性を養おうの2

次関数でa＝1の場合である。  

イ） どちらも定義域の幅が2で同じである。  

ウ） 「定義域と軸の位置関係」で場合分けす

ればよさそうだ。  

エ） 変数aの値によって，軸の位置が変化す

ることがわかる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○挑戦 5 で最大・最小

を求める方法と，関数

にパラメータを含む 2

次関数で最大・最小を

求める方法との類似点

に着目させ，発展的に

考えさせる。  

 

 

〇「柔軟性を養おう」に

ついては，次回授業ま

での課題とし，次回授

業の際に話し合わせる

ほか，レポートとして

提出させ，それを評価

させてもよい。 
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